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ヨーロッパカップのみ基準を設ける。その他のコンチネンタルカップは海外レース出場許可基準の通りとする。
ECエントリー期日時点において、以下１〜４の順に適用し決定する。なお出場種目は原則基準を満たした種目に限る。

１．2026/2027シーズンSAJ遠征派遣メンバー
２．当該シーズンECSL 45位以内の選手
３．FISポイントランキング100位以内の選手
４．１、２、3の適用後出場枠が残っている場合、該当レース10日前の当該種目FISポイントランキングで250位以内の選手のうち上位者より優先的に出場することができる。
出場を希望する場合は当該レースの1ヶ月前までにナショナルチームセクレタリーまで出場の意思を伝えなければならない。
※異なる種目が同会場で開催される場合に限り、強化スタッフの判断により両種目に出場できる。

備考

ワールドカップ

2026/2027シーズンSAJ強化指定選手（S,A,B,C,D）の中から下記１、２、３、４、５の順に適用し決定する。

１．当該種目のWCSL上位者
２．FEC種目別タイトルによる個人出場資格獲得者
３．2026/2027シーズンSAJ強化指定選手（S,A,B）
４．当該シーズンでヨーロッパカップ10位以内の成績をおさめたもの
５．C,D指定の世界ランキング150位の選手の中から選考する

出場条件および注意事項
※上記基準を満たしている場合であっても、タイムレースや対象レースによる選考を行う場合がある。その際は、対象選手へ事前に通知する。
※C・D指定選手が出場する際は、ワールドカップ期間中に強化スタッフ以外の外部コーチやサービスマン等のサポートスタッフを帯同できることを条件とする。また、期間中のレーススーツは
チーム指定のものを着用しなければならない。
※National Quota（国別枠）を使用する場合は、当該種目のFISポイントリストにおける順位が120位以内でなければならない。男子のBasic Quota（基本枠）を使用する場合は、当該種
目のFISポイントリストにおける順位が150位以内でなければならない。
※C・D指定選手（該当種目のFISポイントリストにおける順位が150位以内）からの選考方法の詳細については、強化指定選手を対象とした説明会にて別途案内する。

世界選手権

FISアルペンスキー世界選手権クランモンタナ2027への参戦基準を以下の通り定める。
2026/2027シーズンSAJ強化指定選手（S,A,B,C,D）のうち、2027年1月31日時点で下記基準をクリアしたものの中から1〜4の順に選考する。

１．2027年1月31日時点の当該種目WCSLランキング上位者。

２．2026/2027シーズンのヨーロッパカップ個別レースにおいて、10位以内1回 または 20位以内2回の成績

３．1-2で出場枠が残っている場合に限り、強化スタッフが基準クリアと同等の実力を有すると判断した選手より、ヘッドコーチが推薦した選手

４．1-3で出場枠が残っている場合に限り、世界ジュニア選手権の派遣基準をクリアしているジュニア選手より、ヘッドコーチが推薦した選手

※派遣人数の上限は男子4名、女子4名とする。
※団体戦（チームコンバインド・チームイベント）に出場する場合の出場者は個人種目出場者の中からナショナルチームで決定する。
※出場種目および選手の最終決定はアルペンチームコーチ会議にて行い、決定する。

ジュニア世界選手権

2006年〜2010年生まれ（ジュニア年代）の強化指定選手で下記基準を満たした選手。下記１〜５の順に適用する。

１．2026/2027 FISポイントリストNo.33 時点のジュニア年代FISランキング15位以内の選手
２．2027/2/8 時点のECSLランキング上位者
３．2026/2027 FISポイントリストNo.33 時点のSL、GS種目いずれかにおいて男子250位、女子180位以内の選手
４．2026/2027 FISポイントリストNo.33 時点の当該種目FISランキング（2006-2010）日本人最上位の選手（GS,SL）
５．1-4で出場枠が余った場合、上記基準と同等の実力を有する選手とヘッドコーチが判断し推薦した選手

当該基準の適用により派遣人数の上限を超えた場合、ECでの成績上位者を優先する。
※派遣人数の上限は男子4名、女子4名とする。
※上記基準を満たした選手が辞退した場合、繰り上げての選考は行わない。
※出場種目はナショナルチームで決定する。

コンチネンタルカップ


